
最高速度 100km/h で床版・路面の調査や測定が可能

赤外線サーモグラフィー法による床版調査
赤外線照明を用いた路面性状測定システム

(Kei-Doc2.0)

■赤外線サーモグラフィー法による床版調査
・1 車線 /1 回の走行で床版の状況を赤外線カメラで撮影 ( 最大測定幅 3.6m)
・通常走行で床版上面の変状面積を推測し、健全性を評価することが可能

赤外線撮影画像

■赤外線照明を用いた路面性状測定システム
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■赤外線サーモグラフィー法による床版調査
開発技術の特徴

・処理速度               ・画像処理               ・自動作図

床版の維持管理計画

床版の変状
床版の補修時間を考慮した、
補修・規制計画の立案

準備段階で補修量を把握、
過不足なく資材の準備が可能

測定装置
■赤外線照明を用いた路面性状測定システム

舗装補修計画検討
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